
特集：男女共同参画

　

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
責

任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
全
市
民
が

一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

条
例
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
た

く
さ
ん
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

（
福
澤
陽
一
郎
会
長
、
委
員
20
人
）
を
設

置
し
、
市
民
２
千
人
を
対
象
と
し
た
市

民
意
識
調
査
の
実
施
や
市
内
７
会
場
で

公
聴
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

　

心
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
12
月
に
制
定
し
た
「
出
雲
市
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
と
「
出
雲
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
6
ペ
ー
ジ
か
ら
は
働
く
場
で
の
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

か
ら
、
家
事
や
育
児
、
介
護
に
お
け
る

女
性
の
負
担
が
依
然
大
き
く
、
性
別
に

よ
っ
て
役
割
を
固
定
化
す
る
意
識
が
存

在
し
、
女
性
の
社
会
参
画
も
十
分
に
は

進
ん
で
い
な
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

こ
の
条
例
は
「
真
に
心
豊
か
で
活
力
の

あ
る
出
雲
市
の
創
造
」
を
目
的
と
し
、市
の

基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

男
女
の
人
権
尊
重
や
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
の
解
消
な
ど
を
目
標
に
据

え
、
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
は
、
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
家
庭
生
活
や
地
域
活
動
・
仕
事
な
ど
へ

対
等
に
参
画
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
ほ

か
、
地
域
の
社
会
通
念
や
慣
習
の
見
直
し

な
ど
の
意
識
啓
発
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ

：

配
偶
者
間
暴
力
）

な
ど
の
防
止
策
と
被
害
者
へ
の
支
援
・
相

談
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
、
事
業
者
、
教
育
関

◆市は…
・男女共同参画の推進に関する総合的な施策づく
りと実施。

・必要な財政上の措置を講ずる。
・あらゆる分野のおいて積極的に改善措置を行う。
◆市民は…
・家庭、地域、職場、学校などあらゆる分野で男女
共同参画によるまちづくりを積極的に推進する。

◆事業者は…
・男女共同参画によるまちづくりに関する施策に
積極的に協力する。

・仕事と家庭生活両立のために職場環境の整備な
どを行う。
◆教育関係者は…
・教育の場において男女共同参画によるまちづく
りの推進に配慮する。　

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ま
ず
家
庭
や
地
域
、

職
場
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
自
ら
考

え
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

講師／鈴
すず

木
き

光
こう

司
じ

 さん（作家）
「新しい歌をうたおう」
～新しい家族のあり方について～

◆ プロフィール ◆
1957年静岡県浜松市生まれ。著書「リング」「らせん」
はホラーブームを巻き起こした。自らの子育て体験を
通して得た独自の日本人論、発言には多くの共感が寄
せられている。現在、政府の「少子化への対応を推進
する国民会議」の委員を務める。

わたしたち出雲市民は、
悠久の歴史をこえて、21世紀に躍る
日本のふるさと出雲の創造に向かって

男女がそれぞれ認め合い

男女がそれぞれ支え合い

男女がそれぞれ個性輝き

市民一人ひとりが歴史と文化を誇り、
自分らしく生きる喜びに満ちた出雲をめざして

ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

平成17年12月16日

　　　　　 出 雲 市

おど

　

市
で
は
、
条
例
制
定
に
あ
わ
せ
、

「
出
雲
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
立
ち

上
げ
ら
れ
た
「
出
雲
市
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」（
福

代
俊
子
会
長
、
委
員
35
人
）
か
ら
、

男
女
共
同
参
画
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
の
提
案

を
受
け
て
、
市
と
し
て
よ
り
一
層
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
決
意
を
込
め
て
、
都
市
宣

言
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
認
め
合
い
・
支
え
合
い
・
個
性
輝

き
…
」
と
い
う
、
こ
の
宣
言
に
は
、

男
性
も
女
性
も
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
の
び

の
び
と
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
ま

ち
に
し
た
い
、
そ
ん
な
想
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
の

制
定
を
記
念
し
て
、
３
月
４
日
㈯
に
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
（
詳
し
く

は
、
下
欄
）。
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　男女共同参画のまちづくりを進めるために、条例では市、市民、事業者、教育関係者はそれぞれ
次のことに積極的に努めることとしています。

係
者
が
行
う
べ
き
内
容
も
明
確
に
し
て
い

ま
す
（
右
下
表
）。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、市
民
主
体
の
「
推

進
委
員
会
」
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
行
動
計
画
（
案
）
を
、

今
年
度
末
を
め
ど
に
策
定
し
ま
す
。

主　　催／内閣府、出雲市、出雲市男女共同参画のまちづくり実行委員会
おたずね／出雲市男女共同参画のまちづくり実行委員会事務局（出雲市女性センター）
　　　　　（TEL 22－2055・FAX 22－2085）

●オープニング
　～神戸川太鼓やまびこ～
●宣言文の発表
●男女共同参画推進本部報告
●応募作品表彰
　男女共同参画川柳、出雲市女性センター愛称
●記念講演

新「出雲市」発足記念

　3月4日（土）
13:30～16:00
出雲市民会館
大ホール

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

お
た
ず
ね
は

　

市
民
活
動
支
援
課

　
　
　

男
女
共
同
推
進
係

　
（
℡
㉑
６
５
２
８
）

男女共同参画のまちづくりを進めるためには…

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5　

み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
、
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
（
10
月
16
日

出
雲
市
女
性
セ
ン
タ
ー
）

4広報いずも２００６．２．９5 広報いずも２００６．２．９

入 場 無 料
託児・手話通訳・
要約筆記あり
（託児は予約が必要）




